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株式会社すららネット（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：湯野川孝彦）は、2021

年 11 月 29 日から「すらら」「すららドリル」「ピタドリ」におけるテスト機能において、

先生がオリジナルの問題を作問・出題できる「E-te エディター機能」を搭載しました。  

 

AI×アダプティブラーニング教材「すらら」は小学校から高校までの国語、算数／数学、

英語、理科、社会  5 教科の学習（高校理科・社会は開発中）を、先生役のアニメーション

キャラクターと一緒に、一人一人の理解度に合わせて進めることができるアダプティブな  

e ラーニング教材です。インタラクティブなレクチャー機能、6 万問以上にも及ぶドリル

やテストの機能により、一人一人の習熟度に応じて理解→定着→活用のサイクルを繰り返

し、学習内容の定着をワンストップで実現できます。初めて学習する分野でも一人で学習

を進めることができる特長を生かし、小・中・高校、学習塾をはじめ、放課後等デイサー

ビス等においても活用が広がっています。  

 

すららネットでは、このたび全国の小中高校・学習塾・家庭学習に活用されている「すら

ら」ならびに主に公立学校で活用されている「すららドリル」、主に大手学習塾で活用され

ている「ピタドリ」のテスト機能（「E-te」）に「E-te エディター」を搭載しました。「E-te

エディター」の実装により、先生がオリジナルの問題を出題することができることで、各

教育現場において紙を利用したテストを電子化することや、採点の手間の削減や成績をク

ラウド上で管理することができるようになり、塾や学校における DX 化の実現に貢献して

まいります。  

 

「すらら」「すららドリル」「ピタドリ」を活用している塾や学校からはこれまで、「自動採

点は便利で手間の削減につながる」や「テストの結果をクラウド上で管理できるのは良い」

というご評価と合わせ、出題単元を選ぶことで自動的に作問・出題がされる手軽さがある

一方で、「教員として解かせたいオリジナルの問題も出題できるとさらによい」といった声

があり、今回はその要望に応えたものです。  

 

この度リリースする「E-te エディター」機能では、選択式の問題はもちろん、並び替え式

の問題など、多様な出題形式にも対応しています。  
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【E-te エディター 出題形式例】 

 

また、既存の E-te では、AI によって児童生徒が復習をすべき単元にさかのぼって復習を

することができますが、E-te エディターで出題されたテストにおいても、児童生徒はテ

ストの受験後に復習が必要な単元に簡易的にさかのぼって復習をすることもできます。先

生方には児童生徒に対する復習指示の工数の削減も実現できます。  

 

すららネットは今後も、コンテンツの拡充や児童生徒や先生方にとって使いやすいシステ

ムの開発を図り、多様化する教育業界をサポートするため教育現場における DX を実現す

るとともに、学習者に新しい学習体験を届け、「大人になっても役に立つ真の学力」と

「努力をすれば結果が出るという自信」を提供していきます。  

 

 

■株式会社すららネットについて 

すららネットは、「教育に変革を、子どもたちに生きる力を。」を企業理念とし、アダプテ

ィブな対話式  ICT 教材「すらら」と「すららドリル」を、国内では  約 2,500 校の塾、学

校等 40 万人を超える生徒に提供しています。全国の公立学校、有名私立中高、大手塾での

活用が広がる一方で、発達障がいや学習障がい、不登校、経済的困窮世帯を含む生徒に学

習の機会を提供するなど日本の教育課題の解決を図ることで成長を続け、代表的な  

EdTech スタートアップ企業として 2017 年に東証マザーズに上場しました。  

 


